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■背景・目的
　当組合は昭和41年２月に組

合を設立し、組合員数1,000人超にま
で伸長しましたが、国際化による激しい
市場競争、景気低迷、高齢化、後継者
不足等を背景に廃業が続き、現在の組
合員数は118人です。後継者や技術者
の不足により、今後も組合員の減少が懸
念される中、茨城伝統の和菓子や地域の和菓子文化を後
世へ残していくためにも、次代を担う学生に対する和菓子
文化の伝承・後継者の育成の機会が必要であると考え、組
合では実業高校、特に農業高校の食品関係学科及び製菓
専門コース等において、外部講師（組合員）を活用した製菓
実習の実施を要望してきました。
■取組みの手法と内容
　令和２年度に県立鉾田第二高等学校の製菓・製パンコー
スに和菓子実習課程が設けられることになり、講義や実技
指導を通じて、製菓の楽しさや和菓子文化の魅力、作法等
を高校生に体験・理解してもらい、ひいては将来的に業界
の担い手となる人材を育成することを目的に、組合員による
製菓実習を実施することとなりました。
　学校の年間授業計画に支障をきたさないよう実習カリ
キュラムを設定する必要があり、学校側と事前協議を行い
ながら準備を進めました。組合内部においては、組合員が
それぞれ店舗の通常業務を抱える中、講師派遣に協力でき

る組合員を確保できるかが懸念されまし
たが、理事長の主導のもと役員や青年部
長から本事業への理解とスムーズな協力
を得られ、講師要員を確保できました。そ
の上で、講師となる組合員の選定や実習
テーマ・内容等を協議決定していきました。
年間授業計画に合わせ5回の実習カリ
キュラムを組み、１回目 /７月「製餡」⇒２

回目 /９月「おはぎ」⇒３回目 /10月「大福」⇒４回目 /11月
「栗饅頭」⇒５回目 /１月「桜餅」のテーマにて実施しました。
　また、全国菓子工業組合連合会青年部が高校生を対象
に開催する「全国和菓子甲子園」では、第11回大会にて初
めて県内高校から２作品応募がありました。本県から応募
する高校生が増えるよう、組合では製菓実習を通じて後継
者の育成・技術の伝承に引き続き取り組んでいきたいと考
えています。
■成果とその要因
　受講生徒の中から、講師を担当した組合員企業への就
職希望者が出ました。高校生が進路を選択するにあたり、
いくつかの組合員事業者と交流した経験や組合員の菓子
に対する情熱・技術を目の当たりにしたことにより、将来
ビジョンが明確になったためと考えられます。
　今後、業界の将来を担う人材育成に対し組合全体の熱
意が向上し、県内各地で製菓実習が増えることに期待して
います。

茨城県菓子工業組合（茨城県）
● 高等学校への出張講義により次代の後継者育成に向けた土壌を醸成

令和３年度取引力強化推進事業実施組合より
「来店者増加のための“夢の手づくりｓｈｏｐ”ＰＲ事業」

実施組合  夢を手づくりする企業組合
事業概要  当組合では「夢の手づくり市」を定期的に開催し、開催は通算100回を超え
るなど多くの出店者の支持を得ており、手づくり品を販売している作家の間では広く知

られる状況となっています。一方、令和２年に開設した「夢の手づくりｓｈｏｐ」については、開設時、店
舗のことを知らない人がほとんどでした。
　今回の取り組みによって実店舗「夢の手づくりｓｈｏｐ」について、ハンドメイドを行う作家、手づくり
が好きな方、手づくり品に興味がある方に立ち寄ってもらうため、また、店舗内や店舗外のスペースに
て定期的に開催しているイベント情報などについて広く発信し、集客力の強化に努めました。具体的な
取り組み内容については、「夢の手づくりｓｈｏｐ」について紹介するチラシ、ショップカード、ポストカー
ドを作成して「夢の手づくり市」への来場者に配布するとともに、店舗案内の入った名刺を作成して随時配布しました。
　また、毎月開催しているミニマルシェやワークショップ等のイベントごとにチラシを作成して、主に近隣の方を対象としてポス
ティングにて配布することによって、来店者の増加を図りました。
成 果 等  組合員においては、チラシの配布により、松阪市で新たに開設した「夢の手づくりｓｈｏｐ」についての住所、連絡先、
所在地の詳しい地図、店舗で取り扱っている商品等が掲載されているため、近隣住民に知ってもらうことで、来店者数の増加に
よる売上の拡大が見込まれます。
　組合においては、これまでは、口コミやＳＮＳを知っている人が来店する状況でありましたが、チラシ、ショップカード、ポスト
カードを配布したことによって、組合が夢の手づくり市だけでなく、「夢の手づくりｓｈｏｐ」でも手づくり品を販売していることを
周知できたため、手づくり品の購入希望者や、自ら手づくり品を制作して販売を希望する方に対しても、その存在を広く知っても
らうことができ、来店者の増加につながりました。
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8月の業界の動き
情報連絡員報告より
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P９ あなたも組合士【解答】

昨年に比べて、新型コロナウイルス感染症の第7波がまん延している状況で、まだまだ先の見通し
が立てにくい日が続いている。イベントの開催が秋より始まる事もあり、少しは明るい兆しとなっ
ている。今後、三重県産小麦を使った新しい商品開発に組合として取組んでいくことになり、ラー
メン、焼きそばの開発を行っていく。11月に麦価の値上がりが据え置きとなったが、今後の先行き
は見えない状況である。

本格的な夏商戦に入り、エアコンを中心とする家電製品関連は、コロナ禍前までとはいかないが、
回復の兆しを感じる。今年度は各メーカーや企業によって、お盆休みにばらつきがあったため、販
売店舗としては連動してお盆休みを設定するかについて少し考えた。人の動きも出ていることで
商品の動きも少々出てきているようである。現状まだ各商品が潤沢に入手できる状況ではないの
で、油断は禁物である。今後の仕入れ価格の上昇も気になるところである。
久しぶりに規制のない夏を迎えたが、感染者数は高止まりの状況の為、飲食店等は相当影響を
受けていた。帰省の多かった今年のお盆は、お土産物等の観光事業については昨年より売上は微
増ではあったが、飲食関係は帰省しても外食を控えて過ごす帰省者も多かったため、協力金の出
ない今年は厳しかったとの話をよく聞く。また感染拡大を恐れ、自主的にお盆期間中を休業にし
た店もあった。
軽油価格は若干の値下がりは見られたが、依然として高止まりが続いており、経営を圧迫してい
る。コロナ禍による半導体を含む部材供給不足は各方面で影響が続いている。電子デバイス部門
は足踏み状態となっており、自動車関連についても輸送量が回復していない。スーパー小売部門
についても消費者物価上昇の影響で、減少傾向が続いていたことから、輸送についてもその影響
を受けた。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、客足が減少している。例年お盆の時期は売上が上
がるが、今年は客足が少ないことで、減少から横ばいとなっている。
長期化している部品供給不足により、大手自動車メーカーでは夏季休暇を数日間延長したため、
組立ラインの稼働が当初予定よりも減少した。挽回のため9月以降は毎月1～2日間の休日稼働
が予定されていたが、9月もやはり部品の供給不足のため、休日稼働は取り止めになった。新型コ
ロナウイルス感染者の増加に伴い、従業員でも濃厚接触者としての自宅待機が必要な者が増え
ており業務に支障をきたしている。
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業種詳細・地域集計上の分類業種

製麺食料品

伊賀焼窯業・土石製品

電器

トラック

鈴鹿輸送機器

小売業

熊野市商店街

運輸業

組合及び組合員の業況等（景況の変化とその原因・現状等、企業経営・業界での問題点）
コロナ禍による半導体を含む部材供給不足は各方面で影響が続いている。（トラック）

　令和４年８月の前年同月比DI値は、売上高が－17.5ポイント、取引条件が－20.0ポイント、収益状況が－42.5ポ
イント、業界景況が－45.0ポイントであり、引き続き業界景況は悪化している。原材料価格の上昇に対する価格転嫁は、
一部の事業者では進んでいるものの、エネルギー価格の高騰が続く中、利益は圧迫されている。また、製造業では、
新型コロナウイルス感染症の急拡大の影響で、回復基調にブレーキがかかった業種が多い。
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